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界面張力(表面張力)に関する研究は、 19世紀に Laplace、YOW1gらにより物理的な概念とし

て提唱された。実際、日常に見られる現象において界面張力が重要な役割を果たしていることは

多く、界面張力に関してさまざまな研究がなされ、平衡状態においては理論体系がほぼ確立され

てきた。すなわち、界面張力は界面が存在することにより損をするエネルギーとして定義できる。

一方、非平衡開放系においては、界面張力は Marangoni効果などを通してさまざまな興味深い現

象を引き起こすことが知られているが、その理論的取り扱いに関しては確立された理論がほとん

どない。

われわれは、これまでに非平衡開放系の実験モデ、ルとして広く用いられる Belousov-Zhabotinsky

(BZ)反応と呼ばれる化学振動反応において、化 ω 
学波の自発的形成に起因する対流の発生、なら

びに BZ反応溶液微小液滴の自発的運動(図)

を報告し、そのメカニズムを反応拡散対流系の

立場から議論してきた [1，2]0また、反応拡散系

と界面張力変化による対流との結合に関して、

樟脳・水系における Marangoni対流の発生を実

験・数値計算の両面から議論した[3]。この他に

も、水.アルコール系におけるアルコール液滴の

運動[4]や、界面活性剤水溶液中での油滴の運動

[5]など非平衡条件を適切にデザインすること

で界面張力変化に起因する自発的運動を生み出

すことができる[6]0

本発表では上で述べたような実験モデル系を

紹介するとともに、その結果を踏まえ、反応拡

散系で記述できる系での自己組織化(パターン

形成)と結合した自発的運動について考察する。
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図 :BZ反応液滴の自発的運動。油相に浮かべ

た1μlの液滴は反応波の伝播と同期して自発

的に運動する。 (a)装置図。(b)時空間プロット。
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